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日頃より、中部地方整備局の防災に関する業務に対

し、ご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

防災エキスパートの皆様には、水防演習や防災訓練

への参加、重要水防個所の合同巡視、意見交換会など、

様々な活動を通じて、貴重なご意見を頂き感謝申し上

げます。 

新型コロナウイルス感染症の拡大が終息せず、皆様

と直接お話しさせていただく機会を持つことができず

申し訳ありませんでした。また、整備局のみならず、

他の防災機関においても防災関係の訓練を感染拡大防

止に配慮して対応せざるを得ない状況が続いていますが、いざという時に備え、万全

な対応を行えるよう準備をしていきたいと考えています。 

さて、昨年も各地で大きな災害が発生しています。管内では、令和 3 年 7 月 3 日梅

雨前線に伴う大雨により、静岡県熱海市伊豆山の逢初川で源頭部（標高 390m）で発生

した崩壊土砂が海岸までの約 2km を流下し、下流で甚大な被害が発生しました。発生

当日から TEC-FORCE 隊員を延べ 323 人・日、リエゾンを延べ 202 人・日派遣して、現

地での情報収集、調整、被災状況調査、災害対策機械による応急対策など、早期復旧

に向けた自治体支援を行うとともに、源頭部に監視カメラを設置し、映像を中部地方

整備局公式 YouTube チャンネルにてライブ配信を行いました。 

更には、発生した土石流災害からの復旧等を迅速に進めるため、8 月 13 日(金)に富

士砂防事務所に緊急的な砂防工事を専属で担当する組織として「熱海緊急砂防出張所

」を設置し被災地の復旧・復興を加速化しています。 

また、沼津市と清水町を結ぶ県道 380 号の黄瀬川大橋において、橋脚の一部が沈下

したことから、損傷した橋脚、橋桁及び床版の撤去を行い、健全と判断した既存の構

造物を活用した形で応急組立橋を設置し、早期に応急復旧を行いました。 

災害の激甚化、頻発化が進む中、私たちの社会システムへの影響も多様になってき

ています。近い将来発生が想定されている南海トラフ巨大地震や計画規模を超えるよ

うな洪水等への対応にも備えていかなければなりません。 

 

一方、中部管内では近年激甚な災害を受けていないが故に、災害対応の経験者も少

なくなっています。迅速で的確な災害対応を行うためには、平時の取り組みが重要で

あり、防災エキスパートの皆様の豊富な知識や経験を踏まえたお力添えをいただき、

中部地域づくり協会と整備局が連携して、地域の安全・安心に貢献できるよう精一杯

取り組んで参りますので、引き続き、皆様のご協力をお願い申し上げます。 
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令和 4 年度は、コロナ感染予防対策として三密を回避するため、資料を送付すること

により情報提供させていただきます。 

 

・地区別会議の開催単位につきましては、少数での開催、ブロックでの開催など、臨機

に対応をお願いします。 

・整備局の出張所など出先の要員が不足していること、出水時巡視の委託状況の変化等

ありますが、防災エキスパートが現場に行くなど職員の代わりとしての支援ではなく、

助言やサポートの支援が基本となるよう注意していきます。 

・国交省を退職した方が積極的に登録して頂くように、整備局・事務局ともに働きかけ

をします。  

 

地区代表・世話役会議  
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出水期を前に、各河川における重要水防箇所の合同巡視が行われ、各地区の防災  

エキスパートが参加しました。 

  

令和 3 年度の活動記録 ～ 防災エキスパート ～  

※ すべて敬称略 

○河川重要水防箇所合同巡視に参加 
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出水期を前に、各地域・各河川等において水防訓練や重要水防箇所の合同巡視などが

行われます。 

防災エキスパートの皆様には、事務局支部や地区代表を通じてお知らせがありまし

たらぜひ参加をお願いいたします。 

 

 

 

 

 
令和 3 年度は、新型コロナウィルス感染症対策のため、各事務所で意見交換会が
中止になりました！ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○防災エキスパート活動 

○各事務所との意見交換会 ～防災エキスパート～ 
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歪みの蓄積 

陸のﾌ゚ ﾚー ﾄ 海のﾌ゚ ﾚー ﾄ 

ひきずり込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

発刊：中部地方防災エキスパート運営支援事務局 

（一社）中部地域づくり協会 企画技術部 

名古屋市中区丸の内三丁目５番１０号 名古屋丸の内ビル 8階 

TEL052-962-2227 FAX052-950-1178 

～  防災エキスパート会員登録状況 ～ 
令和 4 年 3 月 3１日現在 ３60 名 

加入・退会、勤務先等変更のある方は、下記事務局までご連絡下さい。 

平成 31 年 3 月 29

日気象庁では、「防災対

応検討ワーキンググル

ープ」の報告書を踏ま

え、南海トラフ沿いで

発生した異常な現象の

観測結果や分析結果を

発表する情報の名称を

決定しました。 

「南海トラフ
地震に関連す
る情報」の名
称について 


